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トライすること

● Pico向けのドライバを利用する
GUD注1は，Linux環境でUSBディスプレイ機能を実

現するためのオープンなUSBディスプレイ・プロトコ
ル で す．LinuxのDRM（Direct Rendering Manager）
の開発者である，Noralf Tronnes氏によって開発さ
れ，仕様はGitHubで公開されています注2．もともと
はラズベリー・パイZeroにUSB DisplayLinkと同等
のUSBディスプレイ機能を実装し，USB-to-HDMI/
SDTV/DPIディスプレイ・アダプタとして活用するア
イデアから生まれています．
　Linuxのホスト・ドライバは，カーネルv5.13以降
で，drivers/gpu/drm/gudフォルダに含まれる
ようになりました．Ubuntu 22.04のカーネルにはデ
フォルトでgudカーネル・モジュールが取り込まれて
います．2021年，ラズベリー・パイZeroだけなく，

ラズベリー・パイPico向けにもTinyUsbを利用した
デバイス・ソフトウェアが公開されました注3．本章
ではラズベリー・パイPico向けのドライバをビルド
し，利用してみます（写真1）．なお，TinyUSBにつ
いては，サポート・ページで解説しています．
https://interface.cqpub.co.jp/2311 
usb/

● システム構成
システム構成を図1に示します．ターゲットとする

LCDは以下の通りです．
・ Pico Display Pack注4（Pimoroni）
・ Pico Display Pack 2.0注5（Pimoroni）
・ 2.8inch Touch Display Module for Raspberry Pi
Pico注6（Waveshare）

写真1　Pico Display Pack LCDに表示されたUbuntu 22.04 デ
スクトップ画面
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図1　gud-picoのシステム構成

注1：Generic USB Displayの略と推測されます．
注2：https://github.com/notro/gud/wikiで紹介さ

れています．
注3：https://github.com/notro/gud-pico
注4：https://shop.pimoroni.com/products/pico 

-display-pack
注5：https://shop.pimoroni.com/products/pico 

-display-pack-2-0
注6：https://www.waveshare.com/pico-restouch

-lcd-2.8.ht

第1回　USBベンダ・クラスを使ったUSB-I2Cブリッジ（2022年11月号） 
第2回　USB CDCクラスを利用したFirmataライブラリ（2023年11月号）
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